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「地域医療のために全力をつくす」
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竣工１周年を迎え

栗 原 英 治理事長
（くりはら　えいじ）

日経実力病院調査（2013年度版）で「脳卒中治療、
ワンストップで」でハイブリッド手術室など機能集約
が紹介されました。

　おかげさまで10月１日をもって病院移転1周年を迎えることが出来ました。 
　これも皆様方のおかげと心より感謝申し上げます。また、開院当初は何かと不慣れな点も多く、多大な
ご迷惑をお掛けしました事を深く反省しております。
　「地域医療のために全力をつくす」の理念のもと、「24時間365日脳外科患者さんを断らない」という姿
勢で、医療体制を整備し、従来の診療に加え、「脳卒中センター」「消化器センター」を開設、救急医療の
積極的な取り組み等、地域の皆さまに少しでも貢献できる病院を目指しがんばって参りました。
　しかし、患者様が納得する医療が提供できたかどうか、不満の残る結果となりました。
　今後はいかにその期待に近づけるかが課題だと思っています。
　１年で得たご意見や経験を活かし、医療、スタッフ、それをとりまく環境の整備を図り、より一層愛さ
れる病院を目指して今年のスローガンを　『充実』とし、更なる前進を遂げる所存です。今後とも一層の
ご愛顧、ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

   （神戸大学医学部 1984年卒）
・日本脳神経外科学会専門医
・日本脳卒中学会認定脳卒中専門医
・日本リハビリテーション医学会
・日本神経学会



院長ご挨拶

　昨年平成24年10月１日に現在の“新順心病院”
に移転して１年が経ちました。しかしまだわずか
１年しか経っておりませんのにもうすでに何年も
現病院で診療しているような錯覚すらいたしま
す。
　一般外来患者さんと救急搬送患者さんが狭い同
じ出入口からの対応であったこと（現在は全く別
の導線になっています）、手術室も狭い１室での
対応で時間待ち・順番待ちを強いられていたこと

（現在は３室で同時並行手術が可能）、一台のMRI
で対応していたこと（現在は２台）、血液検査も
すべて外注であったこと（現在は大半が院内で迅
速に実施可能）、手書きのカルテやフィルム写真
で患者さんの状況が把握しにくかったこと（現在
は電子カルテで一瞬にして情報が得られます）、

竣工１周年食事会
　10月１日(火)竣工１周年を記念して、
職員食事会が開かれました。冒頭、理事
長、院長より、各職員へ労をねぎらうお
言葉に、職員からの花束贈呈で食事会は
始まりました。和食、洋食、デザートと、
ボリュームありで、シフトで参加できな
かった職員さんへもテイクアウトされま
した。職員間の交流も深まり、良い会に
なりました。

狭くて古い病室で我慢していただいていたこと、
などなど、隔世の感がいたします。
　しかし、ハード面は変わりましたものの24時間
365日脳外科患者さんは絶対断らないという基本
姿勢は全く変わっておりません。おかげさまで地
域住民の皆様から、この地域はいざ倒れた時には
たらいまわしになることなく確実に診ていただけ
るから安心、との声を聞く機会が確実に増えてき
ていると実感いたしております。このうれしいお
言葉を糧（かて）に、なお一層質の高い医療のご
提供のために全力を尽くし、ますます地域医療に
貢献して参りたいと思います。

病院長
潤井 誠司郎



地域連携室だより

　当院は「地域医療のために全力をつくす」とい
う病院理念のもと脳疾患治療に24時間365日対応
しています。そこでかかりつけの先生から「いつ
もと様子が違うから検査をうけていらっしゃい」
とご紹介をいただき、検査の予約の連絡が入りま

地域連携室 師長
岡本 香緒里

す。また、救急車で意識のない患者さまが来られ
た時はご家族だけでなく、ケアマネージャーさん、
訪問看護師さんやかかりつけの先生から普段の様
子を教えていただきながら治療やリハビリが始ま
ります。その時々の状態で医療や介護、また医療
費や福祉の相談なども地域連携室に飛び込んでき
ます。
　治療を終えられた患者さまの中には麻痺が残っ
てしまったり、高次脳機能障害で、今までとは全
く違った生活になられることが少なくありませ
ん。そこでリハビリ病院への転院支援や、退院後
ご自宅で医療や介護を受けて頂けるように退院支
援が始まります。このように入院から退院まで、
また退院後も安心して生活ができるように、地域
の医療機関や介護部門と連携を繋いでいます。
　地域連携室には看護師３名とソーシャルワー
カー１名、事務員１名が勤務しています。　「地
域の中でその人らしい生活ができる支援」をモッ
トーに地域のつながりを大切にしたいと考えてい
ます。

院内研究発表会
　平成25年10月19日(土)に開催さ
れた院内研究発表会で、リハビリ
テーション課、畑奈宜さんと澤成
子さんの研究発表「咽頭反射と経
口摂取の関連性について」が最優
秀賞を受賞しました。

ボーリング大会
　８月24日に今年で第３回目の恒例？となった順
心病院開催の納涼ボーリング大会が行われまし
た。参加人数は弁野副院長をはじめとした職員63
名、職員家族54名(うち子供47名)の総勢117名と
たくさんの参加がありました。豪華？商品には栗

原理事長をモチーフとした「極・瘤殺し」もあり、
会場は熱気に包まれ、スタッフも元気いっぱい和
気あいあいとゲームを楽しみ、日頃の疲れをリフ
レッシュできたと思います。来年も第４回目の開
催ができるように日々の業務に励んでいきたいで
す。　　　　　幹事部署：リハビリテーション課



■交通機関ご利用の方
◦山陽電鉄別府駅下車、北へ500ｍ
◦JR東加古川駅下車、タクシーで約15分
　東加古川駅前より播磨町行きバスにて壱丁田バス停下車、南へ100ｍ
　※バスの便が少ないのでタクシーをお勧めします

■車をご利用の方
◦加古川バイパス加古川東インターを降り南（別府港方面）へ２㎞
　壱丁田交差点を右折し西へ100ｍ
◦明姫幹線壱丁田交差点を西へ100ｍ

〒675-0122　兵庫県加古川市別府町別府865-1
TEL 079-437-3555　FAX 079-437-6785医療法人社団 順心会 順心病院

順心病院への交通のご案内

※担当医師により診療時間の変更や休診の場合もありますので、
　あらかじめお電話でご確認ください。

（脳神経外科は随時24時間対応）

受付は開始30分前から終了30分前まで

順心病院診療時間 平成25年11月１日現在
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‼ ‼

　救急医療を一緒に頑張っていただける
看護師を募集しています。

看護師募集

脳卒中の警告サイン

これらの症状が出たら３時間が勝負です

すぐに順心病院へ
順心病院は24時間対応で

「脳卒中のセンター化」を目指しています

脳卒中
５つのトラブル

神経関係の
トラブル

言葉関係の
トラブル

目の
トラブル

協調性の
トラブル

原因の
わからない
トラブル

原因のわからない
突然の強烈な
頭痛など…

突然の歩行
トラブル、
めまい、バランス
または協調性の失調

片目、あるいは
両目の突然の
トラブル

言葉や理解の
突然の混乱

顔、腕、足
 （特に体の左右どちらかの
　突然の麻痺、脱力）
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脳 神 経 外 科
内 科
外 科
循 環 器 内 科
大腸肛門外科
呼 吸 器 科
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皮 膚 科
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午前 9：00〜12：00、午後16：00〜19：00
（土曜午後・日曜・祝日除く）

http://www.junshin-recruit.jp
☎079-437-3555

（担当：べんの）※休日除く

求人サイトのご案内
順心会

　当院は、敷地内に73台の患者様用駐車
スペースがあります。受診の方は５時間
無料です。ご利用ください。

患者様駐車場のご案内


